
台湾政府規定 入境旅客需居家／集中檢疫 の入力について 
（2022年5月8日作成） 

全ての入国者は台湾政府が規定する同意書に入力、選択する必要があります。 
なお、これは台湾入国後に台湾のSIMカードを購入し、スマートフォンから操作する必要があります。 
台湾のSIMカードを購入すると、台湾の電話番号が付与されます。 

入力用URL 
https://hdhq.mohw.gov.tw/ 

流れ 
Step 1. 台湾入国手続き 
Step 2. SIMカード購入 
Step 3. 入力



右の確認コード4桁を入力し、 
「下一歩」を押す。
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日本語訳） 

1. 台湾に到着するフライトの48時間以上前にシステムに入力されたデータは無効となります。 

2. COVID-19 PCR検査報告書の提示に加えて、乗客は台湾に戻った後、検疫場所の証明も提出する必要があります（原則として、場所は
検疫ホテルまたは政府検疫施設でなければなりません。自宅での検疫を受けることを選択した人は、オンラインの宣誓供述書フォームに記
入して、居住地ごとに1人の要件を満たしていることを宣言する必要があります。 

3. 電子的に追跡するために、海外からの乗客は本申告に台湾の電話番号（SIMカードは到着後に空港で購入できます）および個人用携帯
電話（1人あたり1携帯電話）を使用して行ってください。12歳未満の子供の場合には同じ携帯電話を共有することが許可されます。 

4. 自宅検疫で、台湾本島から入国する場合、本拠地の検疫場所は離島であってはなりません。離島から入国する場合、本拠地の検疫場所
は離島とします。 

5. 自宅/グループの検疫および健康宣言フォームが、記録として電子的に保存されることに同意します。
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フライト番号を入力

6. 醫療 Medical Care 
を選択
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日本語訳） 

■青字 
1. 台湾に到着後は、常にフェイスマスクを着用し、できるだけ早く帰国する必要があります。 公共交通機関を利用しないでください。 指定の輸送車両
への乗車や、検疫ホテルにチェックインする際には、自主的にこの通知を提示してください。 

2. 保健当局が指定した隔離エリアでは、 外に出たり、海外に行ったりしないでください。 

3. 体温と健康状態を記録し、体調確認と追跡の手段に協力してください（台湾の携帯電話の信号を使用して現在地の電子監視を実装することを含む）。 

4. すべてのインバウンド旅行者は自宅検疫を受ける必要があり、旅行者は検疫ホテルに滞在する必要があります。 検疫のために自宅または他の住居に
滞在することを選択した人は、住居ごとに1人の原則に従う必要があります。つまり、住居内に自宅検疫を受けていない人は他にいません。 家族全員ま
たは同じ住居を共有する人々が海外から一緒に台湾に入国する場合でも、同じ住居の部屋ごとに1人の要件（バスルーム付きの別の部屋）に準拠する必
要があります。 

5. 発熱、咳、その他の不快感などの症状がある場合は、医療用マスクを着用し、地域の保健当局に連絡するか、フリーダイヤル1922に電話して、医師
の診察を受けるための指示を受けてください。 病院に行くときは公共交通機関を利用しないでください。 

■赤字 
伝染病対策法第58条により、この通知を改ざんした者には、10,000～150,000NTの罰金が科せられます。 検疫場所の手配を怠った場合、50,000NT
以上の罰金が科せられます。 自宅検疫要件の違反者には、100,000から1,000,000NTの範囲の罰金が科せられます。 

お客様は、個人情報保護法の規定に基づき、ご自身の個人データの収集、処理、使用の中止を要求するだけでなく、照会、確認、コピーの要求、補足ま
たは修正、消去の権利を行使することができます。ただし、その処理または使用が、公的または業務上の義務の遂行に必要な場合、またはデータ対象者
が書面で同意した場合はこの限りではありません。
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名前やパスポート番号などの 
個人情報をそれぞれ入力

到着空港

台湾到着日
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PCR検査結果の届くメールアドレ
スを入力。

台湾の国コード +886を入力

台湾SIMカード購入後の電話番号を登録
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2回のワクチン接種をしている場合は「是 Yes」を選択。

隔離滞在ホテルである「防疫旅宿」を選択
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隔離ホテルの5桁の番号を入力

自動で反映されますので、内容正しいか確認。

防疫タクシー利用の場合は「防疫車隊」を選択。

チェックを入れる

日本語訳） 
私はここに上記の情報が正確であるこ
とを確認し、措置を講じることを拒否
したり、不正確な記録を提供したり、
外に出たり、同意なしに公共交通機関
を利用したりする家庭検疫要件の違反
者は、伝染病管理法 第58条, 69条に
従ってNT10,000から150,000の範囲
の罰金を科されることを理解します。 
検疫場所の手配を怠った場合、5万NT
以上の罰金が科せられます。 
自宅検疫要件の違反者には、
NT100,000からNT1,000,000の範囲
の罰金が科せられます。
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入力内容を確認して、確認（Next）を選択。

5ページ目



当院で確認ができた内容は以上となりますが、さらにページが続く可能性があります。 
その場合、英文の内容をよく確認しながら進めていただきますようお願いいたします。


